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             活動報告 

「
門
松
」
と 

「
松
の
内
」

　
　お正
月
に
関
係
が
深
く
、
常
緑
樹

と
し
て
冬
も
緑
の
葉
を
茂
ら
せ
る
こ

と
か
ら
、
若
さ
・
不
老
長
寿
の
象
徴

と
さ
れ
て
い
る
。 

羽
衣
伝
説
な
ど
、

松
に
係
わ
る
伝
説
も
多
い
。

松
は
、
日
本
文
化

を
象
徴
す
る
樹
木
と

い
っ
て
も
よ
く
、
格
調

を
も
っ
た
庭
木
と
し

て
日
本
庭
園
に
は
欠

か
せ
な
い
。

大
名
庭
園
の
松

汐入りの庭園だった名勝 旧芝離宮恩賜庭園

旧
芝
離
宮
恩
賜
庭
園

J
R
浜
松
町
に
隣
接
し
た
都
立
庭
園
で
、

港
区
海
岸
に
所
在
。
名
勝
指
定
。

徳
川
幕
府
の
老
中
・
大
久
保
忠
朝
が
芝

金
杉
の
地
を
拝
領
し
て
屋
敷
を
構
え
た
の

は
、
延
宝
六
年（
1
6
7
8
）
の
こ
と
で
、

貞
享
三
年（
1
6
8
6
）
屋
敷
内
に
作
庭

し
て「
楽
寿
園
」
と
呼
ん
だ
。
後
に
持
ち
主

は
変
わ
り
、
紀
州
徳
川
家
の
別
邸
と
な
っ

て
芝
御
屋
敷
と
称
さ
れ
た
が
、
明
治
八
年

（
1
8
7
5
）
皇
室
が
買
上
げ
、
翌
年
芝
離

宮
と
な
っ
た
。
大
正
十
三
年（
1
9
2
4
）

昭
和
天
皇
の
御
成
婚
を
記
念
し
て
東
京
市
に

下
賜
さ
れ
、
公
開
さ
れ
た
。

浜
離
宮
庭
園
は
・
・
・

甲
府
藩
主
・
徳
川
綱
重
の
子
で
あ
る
家
宣
が
六

代
将
軍
に
就
任
す
る
と
、
将
軍
家
の
別
邸
と
な
っ

た
。
浜
御
殿
と
改
称
し
て
大
幅
な
改
修
が
行
わ
れ
、

茶
園
、
火
薬
所
、
庭
園
が
整
備
さ
れ
た
。

幕
末
に
は
外
国
人
接
待
所
と
し
て
、
石
造
洋
館

で
あ
る
延
遼
館（
幕
府
海
軍
伝
習
屯
所
）
が
建
設

さ
れ
た
。
こ
こ
は
明
治
維
新
後
も
鹿
鳴
館
が
完
成

す
る
ま
で
は
迎
賓
館
と
し
て
使
わ
れ
た
。
宮
内
省

の
管
轄
と
な
り
、
名
前
も
浜
離
宮
と
改
め
ら
れ
た
。

明
治
天
皇
も
度
々
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
七
年
旧
浜
離
宮
庭
園
と
し
て
特
別

史
跡
指
定
。  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

JR浜松町駅付近・右下は浜離宮・左上に芝離宮　

浜
離
宮
恩
賜
庭
園

東
京
湾
か
ら
海
水
を
取
り
入
れ
潮
の
干

満
で
景
色
の
変
化
を
楽
し
む
、
潮
入
り
の
回

遊
式
築
山
泉
水
庭
。
江
戸
時
代
に
庭
園
と

し
て
造
成
さ
れ
た
。
園
内
に
は
鴨
場
、
潮
入

の
池
、
茶
屋
、
お
花
畑
、
ボ
タ
ン
園
な
ど
が

あ
る
。

も
と
は
甲
府
藩
の
下
屋
敷
の
庭
園
だ
っ
た

が
、
宮
内
省
管
理
の
離
宮
を
経
て
、
東
京

都
に
下
賜
さ
れ
都
立
公
園
と
し
て
開
園
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
幕
府
が
開
か
れ
て
暫
く
は
将
軍

家
の
鷹
狩
の
場
で
あ
っ
た
が
、
承
応
三
年

（
1
6
5
4
）
に
甲
府
藩
主
の
徳
川
綱
重
が

こ
の
地
を
拝
領
し
、
埋
め
立
て
て
別
邸
を
建

て
た
。
そ
の
後
は
甲
府
藩
の
下
屋
敷
と
し
て

使
用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
甲
府
浜
屋
敷
、
海

手
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

浜離宮庭園の黒松

 

志
木
の
ま
ち
案
内
人
の
会

  　
　
会
長 

一ノ
倉 

達
也
記 

遂
に
、
第
一回
目
の
、「
志
木
の
ま

ち
案
内
人
の
会
」
と
し
て
の
、一
般

応
募
の
方
へ
の「
志
木
の
ま
ち
ご
案

内
」
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

市
教
育
委
員
会
ご
後
援
の
も

と
、
市
生
涯
学
習
課
の
応
募
対
応

の
ご
協
力
を
頂
い
て
、
11
月
22
日

（
日
）
朝
9
時
30
分
志
木
駅
北
口

丸
井
前
広
場
の
交
番
前
に
、
お
客

さ
ま
13
名
を
お
迎
え
し
、
当
会
会

員
は
神
山
顧
問
を
始
め
計
13
名
が

参
加
、
合
計
26
名
で
、
12
時
30
分
、

旧
村
山
快
哉
堂
前
に
て
解
散
す
る

ま
で
の
約
3
時
間
、
か
ね
て
よ
り

準
備
し
た
紙
芝
居
式
説
明
写
真
を

示
し
た
り
し
な
が
ら
、
下
記
の
コ
ー

ス
を
ご
案
内
し
た
。

当
日
は
、
天
気
晴
朗
に
非
ず
し

て
、
雨
模
様
の
寒
い
日
な
が
ら
、

当
会
会
員
は
意
気
軒
昂
、
一
方
、

お
客
様
に
は
、
生
憎
の
天
候
な
が

ら
、
志
木
の
歴
史
を
示
す
史
跡
・

文
化
財
に
つ
い
て
の
私
共
の
説
明

に
、
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
こ
と
も

多
々
有
っ
た
も
の
と
拝
察
さ
れ
、
や

や
長
時
間
な
が
ら
、
第
一
回
目
と

し
て
は
成
功
だ
っ
た
と
、
自
己
採

点
し
て
い
る
。

   

先
ず
、
東
上
鉄
道
の
開

通
・
志
木
駅
誘
致
・
井
下

田
慶
十
郎
氏
の
貢
献
か
ら

始
ま
り
、駅
前
の
再
開
発・

カ
ッ
パ
と
い
ろ
は
樋
の
モ
ダ

ン
な
模
型
・
新
道
と
ト
ン

ネ
ル
桜
・
村
山
水
車
跡
・

旧
道
と
野
火
止
用
水
跡

（（
暗
渠
）・
上
の
水
車
跡（
回

し
堀
・
昭
和
10
年
の
道
標
）

を
経
て
、
西
川
地
蔵
・
角

長
商
店（
正
一
位
三
つ
子
稲

荷
）・
中
の
水
車（
位
置
不

赤松と洋館
国の登録文化財 朝日屋原薬局

三百年の松　　　浜離宮

 

今
回
は
、
深
瀬
氏
を
中
心
に
、

場
所
・
テ
ー
マ
に
よ
り
、
四
人
が

説
明
を
担
当
し
、
会
員
全
員
協
力

の
下
に
、
お
客
様
が
安
全
に
楽
し

ま
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
積
も
り

だ
が
、
狭
い
歩
道
や
、
自
転
車
の

通
過
、
横
断
歩
道
な
ど
の
問
題
も

あ
り
、
説
明
場
所
が
、
必
ず
し
も
、

安
全
且
つ
充
分
に
確
保
さ
れ
な
い

所
も
あ
り
、
又
、
ト
イ
レ
や
休
憩

時
間
の
課
題
等
も
あ
っ
た
。

今
後
、
皆
様
の
ご
批
判
・
ご
指

摘
も
頂
き
な
が
ら
、
こ
の
第
一
回

目
の
経
験
を
基
に
、
私
共
の
案
内

の
在
り
方
を
、
会
員
一
同
で
更
に

研
究
・
検
討
し
、
皆
様
に
、
よ
り

楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
改
良
し
、

努
力
し
て
い
き
た
い
。

詳
）・
市
場
通
り
（
二・七
の
市
・

野
火
止
用
水
）・
カ
ッ
ピ
ー
像
を

通
り
、朝
日
屋
原
薬
局
で
、店
主・

原
昭
二
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
星

野
半
右
衛
門
以
来
の
、
国
登
録
有

形
文
化
財
に
ま
つ
わ
る
ご
説
明
を

受
け
な
が
ら
、
邸
の
中
庭
を
、
紅

葉
を
観
賞
し
つ
つ
裏
門
か
ら
通
り

抜
け
、
津
島
天
王
社（
牛
頭
天
王
・

八
坂
神
社
）・
田
子
山
富
士
・
敷

島
神
社
を
通
過
し
て
、
引
又
河
岸

跡（
新
河
岸
川
舟
運
）・
新
河
岸
川

三
代
の
堤
防（
江
戸・昭
和・平
成
）・

野
火
止
用
水
と
市
場
通
り
・
い
ろ

は
樋
の
模
型
と
移
動
し
て
、
旧
村

山
快
哉
堂
を
鑑
賞
の
後
、
解
散
と

し
た
。
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現在の西の丸跡

柏
の
城
と
そ
の
時
代

　
　
　
西 

田 

憲 

正

は
じ
め
に

志
木
市
に
住
み
続
け
て
30
年
、
私

の
人
生
の
中
で
一
番
長
く
住
む
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
街
は
川
と
自
然

と
歴
史
の
あ
る
街
で
あ
る
。
こ
の
街

の
中
に
柏
の
城
跡
が
あ
る
。
日
本
の

中
世
に
興
味
と
関
心
を
持
つ
も
の
と

し
て
、
な
ぜ
か
こ
の「
柏
の
城
跡
」
に

惹
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
長
い
あ
い

だ
城
跡
付
近
を
散
歩
し
て
い
る
う
ち

に
い
つ
し
か
こ
の
柏
の
城
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
気
持
ち

が
強
く
な
り
、
幸
い

今
回
の
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
ら
れ
調
べ
て
み

る
こ
と
に
し
た
。

調
べ
て
い
る
と
享

徳
の
乱
、
長
尾
景

春
の
乱
、
山
内
上

杉
と
扇
谷
上
杉
の

抗
争
、
北
条
一
族
の

拡
張
な
ど
な
ど
中

世
の
関
東
の
動
乱
は
激
し
く
、
山
内

上
杉
の
重
臣
で
あ
る
大
石
一
族
が
治

め
る
柏
の
城
も
こ
の
混
乱
の
中
に
の

み
込
ま
れ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
と
思

う
に
至
っ
た
。
柏
の
城
の
周
辺
の
河

越
城
、
岩
付（
岩
槻
）
城
、
難
波
田

城
そ
し
て
江
戸
城
も
同
時
代
同
じ
よ

う
な
運
命
に
直
面
し
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
動
乱
の
中
で
そ
の
攻
防
が
荒
川

（
当
時
の
入
間
川
）、
新
河
岸
川
、
柳

瀬
川
と
も
か
か
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も「
柏
の
城
」
に
関
す

る
史
料
は
少
な
い
。
こ
の
柏
の
城
の

存
在
、
築
城
の
時
期
、
繁
栄
や
落
城

の
様
相
な
ど
な
ど
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い

る
。
大
き
く
流
れ
る
歴
史
の
中
か
ら

探
る
よ
う
に
し
て
記
述
し
て
み
た
。

     

1 

柏
の
城
と
は　

（
1
） 

武
蔵
国
の
中
の
柏
の
城

も
と
も
と
武
蔵
国
は
鎌
倉
時
代
か

ら
軍
事
戦
略
的
に
重
要
な
国
で
あ
っ

た
。
武
蔵
、相
模
、上
野
、下
野
、下
総
、

上
総
、
常
陸
、
安
房
、
甲
斐
、
伊
豆

の
10
カ
国
と
言
わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
守
護
が

お
か
れ
て
い
た
。
武
蔵
国
を
鎌
倉
か
ら

見
る
と
関
東
の
中
心
地
で
あ
り
、
関
東

各
国
か
ら
鎌
倉
に
行
く
に
は
、
街
道
い

わ
ゆ
る
鎌
倉
街
道
を
通
じ
て
行
く
こ
と

に
な
り
戦
略
的
に
極
め
て
重
要
な
と
こ

ろ
で
あ
り
鎌
倉
時
代
に
は
北
条
得
宗

家
の
領
国
で
あ
っ
た
と
い
う（
田
辺
久

子
氏 『
上
杉
憲
実
』）。

南
北
朝
か
ら
室
町

時
代
に
入
り
足
利
幕

府
成
立
後
は
鎌
倉
に

関
東
公
方
を
置
い
て
こ

こ
に
関
東
の
政
治
を
任

せ
る
方
式
を
と
っ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
は
、

い
よ
い
よ
武
蔵
国
は
関

東
の
中
で
重
要
な
地
位

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。

 

そ
の
よ
う
な
武
蔵
国
の
中
に
あ
っ
て
、

室
町
中
期
ま
で
は
こ
の
重
要
な
地
域
を

関
東
管
領
山
内
上
杉
氏
が
守
護
と
な

り
長
い
間
統
治
し
た
。
そ
し
て
こ
の
武

蔵
国
の
守
護
代
と
し
て
実
質
的
に
支
配

し
た
の
が
大
石
氏
で
あ
る
。
大
石
氏
は

長
尾
氏
と
共
に
山
内
上
杉
を
支
え
る

重
臣
で
、
そ
の
勢
力
は
強
力
で
あ
り
、

関
東
管
領
山
内
上
杉
憲
実
の
時
代
に

は
武
蔵
国
を
実
質
的
に
支
配
し
て
お

り
、
そ
の
と
き
大
石
氏
は
、
大
石
信
重

（
7
代
）、
大
石
憲
重 

（
8
代
）、
大
石

憲
儀（
9
代
）
の
3
代
に
わ
た
っ
て
武

蔵
国
の
守
護
代
と
し
て
活
躍
し
た
と
言

う（
田
辺
久
子
氏 『
上
杉
憲
実
』）。

本
拠
地
を
八
王
子
に
置
く
大
石
氏

で
あ
る
が
、
時
代
の
変
化
と
そ
の
勢
力

圏
の
変
化
に
よ
り
守
護
代
と
し
て
武
蔵

国
を
き
ち
ん
と
守
り
治
め
る
こ
と
が
難

し
い
時
代
、
即
ち
関
東
動
乱
の
時
代
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
動
乱
期
に

は
大
石
房
重
、
顕
重
、
定
重
の
三
代

を
経
て
定
久
の
代
を
む
か
え
、
大
石
一

族
が
活
躍
し
て
い
る 

（
杉
山
・
栗
原
氏

『
大
石
氏
の
研
究
』）。
柏
の
城
の
歴
史

は
大
石
一
族
の
歴
史
で
あ
る
と
も
い
え

る
。

 

ま
た
武
蔵
国
の
東
北
に
は
柳
瀬
川
、

新
河
岸
川
、
荒
川（
当
時
入
間
川
）、

そ
し
て
利
根
川
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
川

は
交
通
、
軍
事（
防
衛
）
の
両
面
で
重

要
な
要
素
を
占
め
て
い
る
。
特
に
新
河

岸
川
と
荒
川
は
中
世
の
こ
の
時
代
か
ら

舟
運
は
始
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
文
明
18
年（
1
4
8
6
）

に
美
濃
か
ら
北
陸
路
を
経
由
し
て
武

蔵
国
を
巡
り
北
国
に
向
か
っ
た
尭
恵
の

旅
日
記
で
あ
る『
北
国
紀
行
』
に
「
よ

ふ
か
き
道
を
く
る
に
入
間
の
船
渡
り

ま
で
、
み
お
く
る
人
あ
ま
た
侍
り
詞

に
、
角
田
川
の
朝
き
り
い
つ
こ
を
ほ
と

り
と
も
し
ら
す
、
小
船
の
い
き
ち
か
ふ

か
ひ
の
音
の
ミ
身
に
し
み
て
・
・
・
」            

と
あ
り
、
入
間
川
か
ら
隅
田
川
へ
船
旅

（
舟
運
）
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。

又
、
中
世
の
こ
の
時
代
、「
安
定
し
た

時
代
」
か
ら「
関
東
動
乱
の
時
代
」
に

入
る
頃
、
い
わ
ゆ
る
文
明
・
応
仁
の

頃
に
な
る
と
関
東
の
大
混
乱
の
時
代

と
な
り
各
勢
力
の
攻
防
の
為
河
川
を

制
圧
し
、
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
川
を
堀
と

し
て
利
用
し
な
が
ら
こ
の
困
難
な
時

代
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

時
代
と
な
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
面
か

ら
み
る
と
荒
川（
当
時
入
間
川
）
が
あ

り
、
新
河
岸
川
と
柳
瀬
川
が
合
流
し
て

い
る　
「
柏
の
城
」
周
辺
は
き
わ
め
て
重

要
な
地
域
と
な
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
。

1
4
5
0
年
前
後
か
ら
扇
谷
上
杉
の

勢
力
が
増
大
、
大
田
道
灌
が
江
戸
城

（
1
4
5
5
）、
岩
付
城
、
河
越
城
を

築
城
し
て
い
く
時
代
に
な
る
と
山
内
上

杉
側
と
し
て
こ
の
状
況
に
対
応
し
て
い

く
為
こ
の
地
域
に
防
衛
上
の 

「
城
」
が

必
要
と
な
っ
て
き
た
と
思
う
。 

（
2
） 「
柏
の
城
」

  

柏
の
城
は
い
つ
の
時
代
、
誰
が
何
の

為
に
築
城
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
研
究

し
て
み
た
い
好
奇
心
に
駆
ら
れ
て
久
し

い
。「
柏
の
城
」
に
つ
い
て
は
、『
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
』
に「
古
跡
」
と
し
て
城

跡
の
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、『
舘
村

旧
記
』
に
も「
当
所
柏
城
文
明
年
中
の

比
、
田
面
長
者
の
住
居
あ
り
し
跡
を

城
に
築
き
て
大
石
信
濃
守
居
城
と
な
れ

り
・
・
・
・
・
」
と
あ
る
。
さ
ら
に

道
興
准
后
の『
廻
国
雑
記
』
に
は
、
大

石
信
濃
守（
顕
重
）
の
館
と
し
て
柏
の

城
と
お
ぼ
し
き
館
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
柏
の
城
」
は
中
世
に
築
城
さ
れ
た

と
言
わ
れ
そ
の
跡
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

東
武
東
上
線
柳
瀬
川
駅
か
ら
歩
い
て
10

分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
城
跡
が
あ
る
。『
舘

村
旧
記
』
に
は「
柏
の
城
」
と
言
う
名

称
そ
の
も
の
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
柳

瀬
川
か
ら
切
り
立
っ
た
崖
の
上（
現
在

の
志
木
第
三
小
学
校
）
に
本
丸
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
城
は
三
方
を
柳

瀬
川
と
湿
地
帯
に
囲
ま
れ
天
然
の
要
害

と
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
今
で
も
柳

瀬
川
の
堤
防
か
ら
眺
め
る
と
当
時
の
様

子
が
目
に
浮
か
ぶ
。
中
世
は
川
の
様
子

も
湿
地
帯
の
様
子
も
現
在
と
は
異
な

り
、も
っ
と
川
が
広
く
遊
水
地
を
含
み
、

湿
地
帯
が
広
く
こ
の
砦
を
と
り
巻
い
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
が
つ
く
。 

『
舘
村
旧
記
』
に
よ
る
と
、
こ
の
城

は
二
町
半
、
二
町（
東
西
2
5
0
メ
ー

ト
ル
、
南
北
2
0
0
メ
ー
ト
ル
）
の
長

方
形
で
、
本
丸
は
志
木
第
三
小
学
校

の
校
庭
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

現
在
、
校
門
の
横
に「
柏
の
城
跡
」
の

表
札 （
志
木
市
教
育
委
員
会
）
が
立
っ

て
い
る
の
み
で
本
丸
の
当
時
の
様
子
を

想
像
す
る
に
は
困
難
で
あ
る
。
西
側
に

西
の
丸
、
東
側
に
三
の
丸
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
南
側
の
二
の
丸
の
外
側
に

大
き
な
堀
が
あ
り
幅
12
・
2
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
4
・
7
メ
ー
ト
ル
と
い
わ
れ
、
昭

和
55
年
の
発
掘
調
査
で
実
証
さ
れ
て
い

る （ 『
志
木
市
史
』
中
世
資
料
編
）。

 
西
の
丸
は
現
在
の
旗
桜（
樹
齢

4
0
0
年
）
の
あ
る
付
近
に
あ
っ
た
と

い
わ
れ
、
さ
わ
ら
の
大
木
と
桜
の
樹
と

そ
の
他
の
樹
木
と
か
ら
当
時
の
様
子
を

か
す
か
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

     

2 

関
東
の
対
立
抗
争

（
1
）
山
内
上
杉
、
扇
谷
上
杉
、

古
河
公
方
の
対
立
抗
争             

こ
の
対
立
の
時
代
が
何
時
頃
ど
の
よ

う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
。
関
東
管
領

山
内
上
杉（
室
町
幕
府
と
協
力
）
と
鎌

倉
公
方
足
利
持
氏
と
の
対
立
が
あ
り
、

こ
の
対
立
で
上
杉
憲
実
が
足
利
持
氏

を
1
4
3
9
年
に
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
。

そ
の
後
関
東
管
領
山
内
上
杉
の
勢
力

は
し
ば
ら
く
安
定
し
て
く
る
が
、
足
利

義
政
将
軍
の
死
に
よ
り
再
び
乱
れ
る
こ

と
と
な
る
。
そ
し
て
足
利
成
氏
の
時
代

と
な
る
と
持
氏
時
代
の
家
臣
が
集
結
、

成
氏
を
担
い
で
再
び
勢
力
の
拡
大
を
図

る
。
そ
の
後
、
扇
谷
上
杉
が
勢
力
を

拡
大
し
て
く
る
。
一
方
、
山
内
上
杉
は

上
杉
憲
実
退
陣
後
、
ひ
と
り
置
い
て

上
杉
憲
忠
が
関
東
管
領
と
な
る
が
、
そ

の
上
杉
憲
忠
が
足
利
成
氏
に
暗
殺
さ
れ

（
1
4
5
4
年
）、
再
び
対
立
抗
争
の

時
代
が
継
続
す
る
。
こ
れ
が
世
に
い
う

亨
徳
の
大
乱
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
の

1
4
5
4
年（
享
徳
4
年
）
以
降
に
上

杉
対
古
河
公
方
の
対
立
抗
争
が
続
く

こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
長
尾
景
春
の
乱
が
起
こ
り

大
田
道
灌
は
山
内
・
扇
谷
上
杉
と
協

力
し
て
こ
の
乱
を
鎮
め
た
。
こ
の
乱
に

よ
り
扇
谷
上
杉
の
勢
力
は
拡
大
、
と

り
わ
け
大
田
道
灌
の
勢
力
が
飛
躍
的
に

拡
大
し
た
。
こ
の
大
田
道
灌
の
勢
力
拡

大
を
嫌
っ
た
扇
谷
上
杉
定
正
は
大
田

道
灌
を
文
明
18
年（
1
4
8
6
）
に
暗

殺
し
た（
黒
田
基
樹
氏
『
扇
谷
上
杉
氏

と
大
田
道
灌
』）。
そ
の
あ
と
扇
谷
上

杉
と
山
内
上
杉
の
対
立
抗
争
の
時
代

と
な
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
戦
乱
の
中
に

あ
っ
て
柏
の
城
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
廻
国
雑
記
』
に
よ
る
と
道
興
准

后
が
大
石
信
濃
守（
顕
重
）
の
館
を
訪

れ
た
の
は
文
明
18
年（
1
4
8
6
）。
そ

の
と
き
柏
の
城
は
存
在
し
て
い
た
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
以
前
の
し
か
る
べ
き
時

期
に
既
に
築
城
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
時
期
的
に
み
て
も
地
理
的
に
み
て

も
古
河
公
方
対
策
に
作
ら
れ
た
と
見

ら
れ
る
。
こ
の
地
域
は
荒
川（
当
時
入

間
川
）、
新
河
岸
川
、
柳
瀬
川
の
押
さ

え
、
軍
事
と
交
通
の
双
方
で
活
用
で
き

る
こ
と
も
あ
り
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た

と
お
も
わ
れ
る
。 『
舘
村
旧
記
』 

に
も

文
明
年
間
に
柏
の
城
築
城
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

（
2
） 北
条
一族
の
関
東
進
出

応
仁
・
文
明
の
乱
か
ら
戦
国
時
代

に
入
る
頃
に
な
る
と
伊
豆
で
そ
の
勢
力

を
台
頭
し
て
き
た
北
条
早
雲（
後
北
条
）

が
扇
谷
上
杉
と
山
内
上
杉
の
対
立
抗

争
に
乗
じ
て
永
正
10
年（
1
5
1
0
年
）

中世の関東諸国と武藏の国と水路と陸路（『荒川』
「中世社会と荒川」を基に加筆作成）
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頃
関
東
に
進
出
、
そ
の
後
2
代
目
北

条
氏
綱
の
時
代
に
江
戸
城
・
河
越
城
・

岩
付
城
を
め
ぐ
る
攻
防
が
両
上
杉
の

間
で
繰
り
返
さ
れ
、
氏
康
の
時
代
に

は
上
杉
と
古
河
公
方
が
河
越
城
に
ろ

う
城
し
て
い
る
北
条
一
族
を
破
ろ
う
と

し
て
8
万
の
大
軍
を
持
っ
て
押
し
寄
せ

た
が
、
天
文
15
年（
1
5
4
6
）
北
条

氏
康
は
奇
襲
作
戦（
河
越
夜
戦
）
を
成

功
さ
せ
勝
利
を
収
め
る 

（
黒
田
基
樹

氏
『
戦
国
北
条
一
族
』）。
こ
の
と
き
柏

の
城
の
大
石
一
族
は
ど
の
よ
う
な
立
場

で
こ
の
戦
い
に
臨
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

北
条
方
に
組
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
は

中
立
の
立
場
が
取
れ
た
の
か
。
今
後
の

研
究
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
戦
い
で
扇

谷
上
杉
は
、
滅
亡
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
以
降
し
ば
ら
く
の
間
、
北
条
一
族

の
関
東
支
配
が
続
き
、
北
条
の
勢
力

下
に
あ
る
大
石
一
族
、
そ
し
て
柏
の
城

は
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
河
越

夜
戦
は
日
本
三
大
奇
襲
作
戦
（
毛
利

元
就
の
厳
島
、
織
田
信
長
の
桶
狭
間
、

河
越
夜
戦
）
の
一つ
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
わ
り
に
は
詳
細
が
史
料
と
し

て
残
っ
て
い
な
い
。よ
く
調
べ
て
み
た
い
。

な
ぜ
か
と
い
え
ば
こ
の
8
万
の
大
軍
に

対
し
て
わ
ず
か
8
0
0
0
人
の
兵
力
で

勝
利
を
収
め
た
作
戦
と
は
い
っ
た
い
ど

ん
な
様
相
だ
っ
た
の
か
。
北
条
氏
康
の

奇
襲
攻
撃
で
河
越
の
砂
窪
に
陣
す
る

相
手
を
撃
っ
た
と
い
う
。そ
れ
は
ひ
ょ
っ

と
し
て
舟
の
活
用
に
よ
る
作
戦
も
あ
っ

た
の
で
は
と
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。そ

の
後
、
大
石
氏
は
北
条
一
族
と
生

存
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
北
条
氏

康
の
三
男
の
氏
照
が
大
石
氏（
綱
周
）

の
養
子
と
な
り
本
拠
を
八
王
子
に
置

き
、
小
田
原
北
条
と
運
命
を
共
に
し

て
行
く
こ
と
に
な
る
。
柏
の
城
も
こ
の

勢
力
圏
の
中
で
存
続
し
て
行
く
こ
と
と

な
る
。

    

3 

柏
の
城
の
落
城

（
1
）
上
杉
謙
信
の
関
東
進
出

山
内
上
杉
憲
政
が
北
条
氏
と
の
対

立
に
敗
れ
、
越
後
長
尾
景
虎（
後
の
上

杉
謙
信
）
の
と
こ
ろ
へ
落
ち
て
い
き
関

東
管
領
の
職
と
地
位
を
譲
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
承
諾
し
た
上
杉
謙
信

は
三
国
峠
を
越
え
て
関
東
に
進
出
、
北

条
勢
力
と
抗
争
を
く

り
返
し
て
い
る
。
永

禄
4
年
に
は
一
大
勢

力（
約
10
万
）
を
引

き
連
れ
て
小
田
原
城

を
攻
め
、
鎌
倉
鶴
岡

八
幡
宮
を
関
東
管
領

と
し
て
参
拝
し
て
い

る
。
こ
の
と
き
北
関

東
か
ら
鎌
倉
街
道
を

通
っ
て
鎌
倉
へ
進
出
、

途
中
北
条
の
支
城
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
柏
の
城

を
攻
撃
し
た
と
い
う（ 

『
舘

村
旧
記
』）。

柏
の
城
落
城
に
つ
い
て
は

天
文
4
年（
1
5
3
5
）、

天
文
7
年（
1
5
3
8
）、

永
禄
4
年（
1
5
6
1
）
の
三
つ
の
説

が
あ
る
が
上
杉
謙
信
の
履
歴
な
ど
か
ら

み
て
永
禄
4
年
説
が
も
っ
と
も
信
頼
で

き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
神
山
健
吉

氏「
柏
の
城
の
虚
実
」『
郷
土
志
木（
25

号
）』。
こ
の
と
き
上
杉
謙
信
は
部
下
の

武
将
に
柏
の
城
の
攻
撃
を
命
じ
た
と
い

わ
れ
、『
舘
村
旧
記
』
に
は
そ
の
と
き
の

戦
の
状
況
が
詳
細
に
具
体
的
に
記
さ
れ

て
い
る
。
と
り
わ
け
柏
の
城
が
落
城
す

る
時
の
様
子
、
即
ち
夜
陰
に
ま
ぎ
れ
て

木
を
切
っ
て
こ
れ
を
湿
地
帯
の
中
に
入

れ
、
こ
の
方
向
か
ら
侵
入
し
た
こ
と
、

城
主
が
と
ら
わ
れ
た
こ
と
な
ど
な
ど
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
書
か

れ
た
も
の
で
あ
り
年
代
に
誤
り
が
あ
る

で
あ
ろ
う
し
、
誇
張
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
歴
史
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
と
ら

え
て
み
る
と
上
杉
謙
信
が
こ
の
城
を
攻

め
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

何
故
上
杉
謙
信
は
柏
の
城
を
攻
め

た
か
、
こ
の
地
域
は
鎌
倉
街
道
が
と
お

り
、新
河
岸
川・荒
川（
当
時
の
入
間
川
）

が
江
戸
や
、
鎌
倉
へ
通
じ
る
交
通
の
要

所
で
あ
っ
た
か
ら
と
も
い
え
る
。
何
故

河
越
城
を
落
城
さ
せ
ず
に
柏
の
城
を

攻
撃
し
た
の
か
。
上
杉
謙
信
は
こ
の
と

き
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
に
参
拝
し
小
田

原
城
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ

り
河
越
城
の
攻
防
に
時
間
と
勢
力
を

裂
き
た
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
が
、

し
か
し
こ
の
こ
と
は
今
後
の
研
究
課
題

で
あ
る
。

（
2
）
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
撃

戦
国
時
代
も
末
に
な
り
豊
臣
秀
吉

が
い
よ
い
よ
天
下
統
一
を
果
た
す
と
き

が
訪
れ
た
と
き
、
唯
一
関
東
の
覇
者
北

条
一
族
の
統
治
す
る
関
東
が
反
豊
臣
勢

力
と
し
て
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
豊
臣

秀
吉
は
約
20
万
の
大
軍
を
持
っ
て
小

田
原
城
を
攻
め
る
と
共
に
関
東
に
あ

る
北
条
の
支
城
を
こ
と
ご
と
く
攻
め
て

い
る
。
八
王
子
城
、
河
越
城
、
忍
城
、

江
戸
城
・
・
・
、
そ
し
て
柏
の
城
も
こ

の
と
き
落
城
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
と
き
の
柏
の
城
落
城
に
つ
い

て『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
る

と「
昔
大
石
越
後
守
コ
コ
ニ
居
レ
リ
、
コ

ノ
人
ハ
小
田
原
北
条
氏
ノ
家
人
ナ
リ
シ

ガ
天
正
十
八
年
太
閤
秀
吉
ノ
為
ニ
亡

シ
ト
、
按
ニ
大
石
越
後
守
ハ
、
多
摩
大

石
信
濃
守
ガ
一
族
ナ
ル
ベ
シ
天
正
九
年 

（
1
5
8
1
）
北
条
武
田
両
家
ノ
間
和

議
破
レ
ケ
ル
ト
キ
駿
河
分
国
境
目
ノ
押

サ
エ
ト
シ
テ
同
国
獅
子
浜
城
ニ
越
後
守

ヲ
籠
リ
オ
キ
シ
コ
ト
小
田
原
記
ニ
載
セ

タ
リ
、
同
十
八
年
上
方
ノ
大
軍
小
田
原

ノ
城
ヲ
攻
メ
シ
時
モ
コ
ノ
人
同
ジ
城
ニ

ア
リ
テ
終
ニ
寄
セ
手
ノ
タ
メ
ニ
城
ヲ
明

渡
シ
ケ
ル
ヨ
シ
、
北
条
五
代
記
等
ノ
書

ニ
見
エ
タ
リ
、
サ
レ
バコ
ノ
ト
キ
オ
ノ
ガ

館
モ
テ
キ
ノ
タ
メ
ニ
ウ
チ
ホ
ロ
ボ
サ
レ
シ

ナ
ラ
ン
。」
と
あ
る
。 

こ
の
時
、
大
石
越
後
守
直
久
は
、

城
を
家
老
に
任
せ
て
自
ら
は
駿
河
の
獅

子
浜
城
に
守
り
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
と

い
う（ 

『 

志
木
市
史
』）。
こ
の
よ
う
に

し
て
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
中
で
柏
の

城
は
落
城
し
て
い
っ
た
。

4 

そ
れ
か
ら
の
柏
の
城

豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
後
、
徳
川
家

康
が
関
東
を
領
国
化
す
る
こ
と
に
い
た

り
、
家
康
の
政
治
が
始
ま
る
。
徳
川

時
代
を
築
く
為
に
政
治
を
敷
い
た
が
こ

の
地
域
は
徳
川
家
臣（
福
山
月
斎
）
が

直
接
支
配
し
た
と
い
う 

（
志
木
市
史
）。

江
戸
時
代
に
は
い
る
と
即
ち
江
戸
幕

府
に
成
る
と
河
越
城
を
中
核
と
し
て
こ

の
地
域
の
支
配
を
確
立
。
こ
の
柏
の
城

は
城
と
し
て
の
役
目
を
終
わ
り
、
政
治

権
力
と
し
て
の
河
越
城
の
管
轄
の
中
に

入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
河
越

城
の
歴
代
の
城
主
は
老
中
を
兼
ね
る

人
々
で
あ
り
幕
政
の
中
枢
を
占
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
新
田
の
開
発
、

河
川
の
改
修
、
水
運
の
拡
張
・
整
備
、

用
水
の
整
備
な
ど
江
戸
や
江
戸
周
辺

の
関
東
の
人
々
の
た
め
の
重
要
な
地
域

と
な
っ
て
い
っ
た
。
江
戸
周
辺
の
地
域

の
農
産
物
、
木
材
や
炭
な
ど
の
林
業
に

関
す
る
産
物
な
ど
が
柳
瀬
川
・
新
河

岸
川
・
荒
川
を
通
じ
て
運
搬
さ
れ
、
江

戸
町
民
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
多
量
の
物
資
を
同
時
に
運
搬
す
る

に
は
陸
路
よ
り
も
水
路
の
方
が
有
効
的

で
あ
る
こ
と
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な

い
。
と
く
に
新
河
岸
川
、
荒
川
の
水
系

は
緩
や
か
で
水
量
が
多
く
関
東
一
円
の

物
量
を
運
ぶ
に
は
適
し
て
お
り
、
舟
運

の
為
の
河
岸
場
が
整
備
さ
れ
舟
運
が
栄

え
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
中
で

柳
瀬
川
と
新
河
岸
川
が
合
流
し
て
い
る

河
岸
場「
引
又
」
は
興
隆
し
、
こ
の
地

域
一
帯
は
、
商
業
の
街
と
し
て
繁
栄
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

お
わ
り
に

柏
の
城
を
通
じ
て「
中
世
の
志
木
」

を
訪
ね
て
い
る
内
に
中
世
の
関
東
と
い

う
森
の
中
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

大
き
く
歴
史
を
捉
え
な
い
と
史
料
が
少

な
い
の
で
、
柏
の
城
と
そ
の
時
代
は
よ

く
理
解
で
き
な
い
と
思
う
に
至
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
ど

う
も
中
世
の
関
東
の
動
乱
の
中
で
河
越

城
、
岩
付
城
、
江
戸
城
が
中
世
の
歴

史
の
流
れ
を
大
き
く
左
右
す
る
城
で
あ

り
、
そ
れ
も
こ
れ
ら
の
城
が
特
に
交
通

の
要
衝
で
あ
り
、
重
要
な
地
域
に
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
柏

の
城
も
又
鎌
倉
街
道
な
ど
の
陸
路
、

柳
瀬
川
・
新
河
岸
川
・
荒
川（
当
時
入

間
川
）
な
ど
三
つ
の
川
が
集
ま
る
重
要

な
水
路
の
あ
る
地
域
な
の
で
そ
の
役
割

は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
自

身
、
平
成
20
年
秋
の
あ
る
晴
れ
た
日
に

自
転
車
に
乗
っ
て
柳
瀬
川・新
河
岸
川・

荒
川
の
堤
防
沿
い
に
ど
こ
ま
で
も
下

り
、
と
う
と
う
浅
草
ま
で
た
ど
り
着
く

と
い
う
体
験
を
し
た
。
気
持
ち
よ
く
自

転
車
で
走
っ
て
3
時
間
。「
江
戸
は
近
い

ぞ
!
」
と
強
く
感
じ
た
。
そ
し
て
帰
途

の
3
時
間
、
自
転
車
を
降
り
る
よ
う

な
苦
労
も
な
く
志
木
市
に
帰
り
着
き
、

緩
や
か
な
川
の
流
れ
を
実
感
し
た
。
こ

れ
ら
の
川
は
舟
運
に
適
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
と
確
信
に
近
い
も
の
を
感
じ
た
。

こ
の
よ
う
に
考
え
な
が
ら
、
中
世
の
志

木「
柏
の
城
と
そ
の

時
代
」
を
調
べ
、
改

め
て
こ
の
地
域
の
関

東
に
置
け
る
重
要
性

が
認
識
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら「
柏
の
城
」

に
関
す
る
史
料
の

少
な
さ
を
思
う
と
、

ま
だ
ま
だ
謎
め
い
た

部
分
が
多
く
、

解
明
し
た
い
課

題
も
残
っ
て
い

る
。
今
後
と

も
ぜ
ひ
研
究

を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。 
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柏城見取り図（『志木市史』より転載）　　

柳瀬川から見た柏の城跡
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会
期
:
平
成
22
年
2
月
7
日（
日
）
〜 

13
日
（
土
）

会
場
:
に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ　

 

3
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催
:
新
座
写
真
ク
ラ
ブ
交
流
会

   

後
援
:
新
座
市
・
新
座
市
教
育
委
員
会
・
新
座
市
文
化
協
会

　
　
連
絡
先　
　

Tel:048-477-0379

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
教
文(Photo2000代

表
)

        

　
　
　
　
　
　
　

　

畑
中
写
真
同
好
会

　
G
セ
ブ
ン

　
M
A
S
A
K
A
写
真
ク
ラ
ブ

　
写
光
会

　
フ
ォ
ト
・
セ
ブ
ン
セ
ブ
ン

　
P
h
o
t
o
2
0
0
0

　
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
虹　

曲
目

J.S.

バ
ッ
ハ　
カ
ン
タ
ー
タ
第
四
番

W
.A
.

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト　
レ
ク
イ
エ
ム

管
弦
楽
：
東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
管

弦
楽
団

合
唱
：
志
木
第
九
の
会

音
楽
監
督
：
三
澤 

洋
史

会
場
：
志
木
市
民
会
館
パル
シ
テ
ィ

共
催（
財
）
志
木
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ

振
興
公
社
・
後
援
：
志
木
市
／
志
木
市

教
育
委
員
会
・
協
賛
：（
株
）
ジ
ェ
イ
コ

ム
東
上　
入
場
料
：
2
5
0
0
円

志
木
第
九
の
会
で
は
16
年
ぶ
り
二
回

目
の 

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
レ
ク
イ
エ
ム
」

の
演
奏
で
、
今
回
も
心
の
こ
も
っ
た
演

奏
が
期
待
さ
れ
る
。

総
監
督
の
三
澤
さ
ん
は
、
現
在
新
国

立
劇
場
合
唱
団
指
揮
者
と
し
て
知
ら

れ
る
が
、
招
か
れ
て
志
木
市
ま
で
足
を

運
ば
れ
、「
志
木
第
九
の
会
」
の
指
導
を

し
て
下
さ
る
の
で
、
有
難
い
こ
と
に
志

木
の
市
民
に
と
っ
て
も
お
馴
染
み
の
方

に
な
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
素
人
の
合
唱

団
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、
技
術
的
な

指
導
は
勿
論
、
全
て
の
メ
ン
バー
が一
体

と
な
っ
て
聴
衆
に
感
動
を
与
え
る
よ
う

心
構
え
を
説
か
れ
、
懇
切
な
指
導
を
さ

れ
て
い
る
。
年
末
の
合
唱
の
練
習
は
市

今
回
演
奏
さ
れ
る
の
は
、
フ
ラ

ン
ツ
・
バ
イ
ヤ
ー
が
校
訂
し
た
「
バ

イ
ヤ
ー
版
」
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
よ
り
す
っ
き
り
と
し
て

音
楽
性
が
高
ま
っ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
志
木
第
九
の
会
で
は
二
回

目
、
16
年
ぶ
り
の
取
り
組
み
に
な

る
。
お
問
合
せ
は
第
九
の
会
事
務
局

岡
嶋
登
紀
子（
電
話
／
フ
ァ
ッ
ク
ス
：

4
7
3
・
6
3
6
8
）

一
昨
年
の
第
13
回
定
期
演
奏
会

　
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
ス
タ
ー
バ
ト・

　
マ
ー
テ
ル
」
の
舞
台
風
景

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対

し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報
道
に
よ
っ

て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
市
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ
ス
」
は

N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・
発

行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

T
E
L 
0
9
0
（
3
0
4
8
）
5
5
0
2

　
　
　
　
　

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

お
知
ら
せ

こ
の
た
び
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
社

の
ご
好
意
に
よ
り
、
同
社
の
情
報

誌
「
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
」
を
ご
購
読

さ
れ
て
い
る
読
者
に
、
本
紙「
市
民

プ
レ
ス
」
を
同
梱
・
配
布
し
て
戴
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
申
込
み
は

「
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
社
」
へ
。

   TEL. 048-486-6138 

   FA
X
. 048-471-3240

 E-m
ail, new

tim
es-net@

nifty.com
 

　
本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は

年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、

各
月
五
日
）
発
行
。

右
は 「
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
」
最
新
号

歌
詞
は
宗
教
改
革
の
立
役
者
マ
ル

テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
作
の
コ
ラ
ー
ル
か
ら

と
ら
れ
、
曲
の
前
半
で
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
受
難（
死
）
を
考
察
し
、

最
後
の
2
節
で
復
活
を
高
ら
か
に
歌

い
上
げ
て
い
る
。
復
活
祭
の
深
い
喜

び
が
、
し
み
じ
み
と
感
じ
ら
れ
る
。

W
.A
. 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　

(

1
7
5
6
〜
1
7
9
1)

ミ
サ
曲
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
儀

式
用
の
曲
で
、キ
リ
エ
、グ
ロ
リ
ア
、

ク
レ
ド
、
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
、
ア
ニ
ュ

ス
デ
イ
、
の
五
部
で
構
成
さ
れ
る
。

「
レ
ク
イ
エ
ム
」
は
、
死
者
の

鎮
魂
ミ
サ
曲
と
も
い
わ
れ
、
亡
く

な
っ
た
者
を
神
の
も
と
へ
送
ろ
う
、

と
い
う
葬
送
曲
で
あ
る
が
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の「
レ
ク
イ
エ
ム
」
二
短

調 

K
V
6
2
6
は
、
彼
の
最
後

の
作
品
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ

ス
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト W

olfgang 

A
m
ad
eu
s M
o
zart  

は

ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
巨
匠
で
あ
る

が
、
こ
の
曲
は
死
の
直
前
に
作
曲

に
取
り
掛
か
っ
た
作
品
と
し
て
知

ら
れ
る
。
大
部
分
は
未
完
の
ま
ま

残
さ
れ
た
が
、
弟
子
の
ジ
ュ
ス
マ

イ
ヤ
ー
た
ち
が
残
る
部
分
を
補
作

し
た
。
し
か
し
完
成
し
た
作
品
は

ま
ぎ
れ
も
な
く
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

音
楽
で
、
古
今
の
「
レ
ク
イ
エ
ム
」

の
中
で
も
最
高
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
る
。

第
13
回
「
わ
が
ま
ち
新
座
」
写
真
展

　
　
新
座
の
今
を
明
日
の
あ
な
た
に
・
・
・

　

地
域
情
報

　
「
志
木
第
九
の
会
」
定
期
演
奏
会

　
　
２
月
７
日
（
日
）
午
后
二
時
開
演

民
に
公
開
さ
れ
、
三
澤
さ
ん
の
厳
し

く
、
ま
た
楽
し
い
練
習
の
光
景
を
目

の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
度
の
定
期
演
奏
会
当
日
に
は
、

10
時
か
ら
12
時
こ
ろ
ま
で
、「
リ
ハー

サ
ル
見
学
会
」
が
、
中
学
生
、
高
校

生
に
無
料
で
公
開
さ
れ
る
と
い
う
。

ま
さ
に
快
挙
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ

　
　
　
　
（
1
6
8
5
〜
1
7
5
0
）

カ
ン
タ
ー
タ
第
4
番
「
キ
リ
ス

ト
は
死
の
縄
目
に
掛
け
ら
れ
た
」

B
W
V
4

2
0
0
曲
あ
る
バ
ッ
ハ
の
教
会
カ

ン
タ
ー
タ
の
な
か
で
も
最
初
期
、
お

そ
ら
く
バ
ッ
ハ
20
代
の
初
め
に
書
か

れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
す
で
に
強
い

表
出
力
を
も
ち
、
厳
粛
で
密
度
が
高

く
、
独
特
の
魅
力
で
古
く
か
ら
愛
好

さ
れ
て
い
る
。
教
会
で
は
復
活
祭
の

第
一
日
目
に
演
奏
さ
れ
る
。

三澤総監督の指導で合唱の総練習 （12月20日）

肖像画 (1746)

死後画かれた肖像 （1819）
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公立みつぎ総合病院 山口昇氏　

医療福祉ご近所探検隊 「いしもと脳神経外科・内科」

彩の国で遊ぼう！野火止用水と平林寺散策コース
歴史の薫る散歩道「地倍坂」
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